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健
康
保
険
組
合
連
合
会
宮
城
連
合
会

（
以
下
、
健
保
連
宮
城
）
と
の
情
報
交
換
会

が
十
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

［
出
席
者
］

○ 

健
康
保
険
組
合
連
合
会
宮
城
連
合
会

　

 

東
北
電
力
・
七
十
七
銀
行
・
宮
城
交
通
・

東
北
し
ん
き
ん
・
東
北
薬
業
・
宮
城
県

自
動
車
販
売
・
仙
台
銀
行
・
仙
台
卸
商
・

東
北
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
・
全
国
印
刷
工

業
・
日
生
協
（
十
一
組
合
）、
健
保
連
宮

城
事
務
局
二
名

○
宮
城
県
柔
道
整
復
師
会

　

 

豊
嶋
会
長
・
中
川
・
木
村
副
会
長
・
櫻

田
・
松
元
・
稲
葉
・
目
時
・
大
坂
・
亀

井
理
事

　

会
議
は
、
大
坂
事
業
部
長
か
ら
、
当
会

が
社
会
に
対
す
る
公
益
事
業
の
一
環
と
し

て
取
り
組
む
Ｓ
Ｖ
Ｍ
事
業
と
、
そ
の
活
動

状
況
（
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
災
害
救

護
支
援
や
そ
の
他
の
支
援
活
動
に
つ
い

て
）、
各
自
治
体
や
警
察
署
と
協
定
を
結

ぶ「
子
供
と
お
年
寄
り
の
避
難
所
」に
つ
い

て
紹
介
。
そ
し
て
、
目
時
学
術
部
長
か
ら
、

会
員
の
資
質
向
上
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学
界
へ
の

全
会
員
の
登
録
、
宮
城
県
「
柔
道
整
復
学
」

構
築
学
会
の
設
立
開
催
、
そ
し
て
柔
整
ス

ク
ー
ル
の
開
講
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、

公
益
法
人
と
し
て
社
団
法
人
宮
城
県
柔
道

整
復
師
会
が
業
界
団
体
を
代
表
し
て
積

極
的
に
社
会
貢
献
し
、
ま
た
、
会
員
一
人

ひ
と
り
が
常
に
研
鑽
に
つ
と
め
、
全
会
員

で
生
涯
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
質

の
高
い
施
術
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
状

況
を
健
保
連
宮
城
各
組
合
に
強
く
訴
え
ま

し
た
。

　

会
議
の
後
段
は
健
康
保
険
取
扱
い
に
つ

い
て
の
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
健
保

連
宮
城
側
か
ら
の
質
問
要
望
事
項
と
し

て
、
○
療
養
費
支
給
申
請
書
様
式
の
全
国

統
一
化
に
つ
い
て　

○
受
給
資
格
の
確
認

に
つ
い
て　

○
個
人
契
約
柔
整
師
の
支
給

申
請
書
の
送
付
に
つ
い
て　

○
医
科
と
の

重
複
を
回
避
す
る
た
め
受
診
者
へ
の
確
認

に
つ
い
て　

○
長
期
の
施
術
継
続
に
お
け

る
理
由
書
の
添
付
に
つ
い
て　

○
単
な
る

肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
に
対
し
て
は
療
養
費

の
支
給
対
象
外
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

の
六
項
目
が
提
示
さ
れ
、
櫻
田
保
険
部
長

か
ら
各
項
目
ご
と
に
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
個
別
の
健
保
組
合
か
ら
の

質
疑
に
対
す
る
応
答
が
行
な
わ
れ
、
双
方

に
お
い
て
情
報
交
換
の
成
果
と
相
互
理
解

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
部
長　

櫻
田　

裕

健康保険組合連合会
宮城連合会情報交換会

報　告
平成21年10月21日㈬
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十
月
十
八
日
㈰
臨
時
総
会
終
了
後
、
第

一
回
Ｓ
Ｖ
Ｍ
地
域
代
表
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
目
時
理
事
、
大
坂
理
事

が
『
第
十
七
回
日
整
生
涯
学
習
講
習
会
』

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
「
今
ま
で
、
そ
し
て

将
来
へ
の
接
骨
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
＝
Ｓ
Ｖ

Ｍ
）」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
観
ま
し

た
。
Ｓ
Ｖ
Ｍ
立
ち
上
げ
か
ら
十
四
年
、
地

域
貢
献
の
理
念
の
基
に
行
っ
て
き
た
活
動

の
報
告
や
今
後
の
方
向
性
を
示
さ
れ
た
内

容
で
し
た
。
そ
の
内
容
に
他
県
の
柔
整
師

会
の
方
々
が
驚
き
や
感
銘
を
受
け
た
こ
と

を
聞
き
、
当
会
は
柔
道
整
復
師
と
し
て
の

存
在
意
義
の
考
え
方
や
そ
の
行
動
力
等
々

他
県
よ
り
も
進
ん
で
い
る
と
思
っ
た
と
同

時
に
、
当
会
の
環
境
に
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

次
に
「
子
供
と
お
年
寄
り
の
避
難
所
」

の
関
係
機
関
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
・
各
署
と
も
協
定

書
の
協
定
期
間
が
期
限
切
れ
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
「
双
方
の
い
ず
れ
か
ら
も
こ

の
協
定
の
解
除
ま
た
は
改
定
す
る
意
思
表

示
の
な
い
と
き
は
更
に
一
年
間
有
効
期
間

を
延
長
す
る
も
の
と
す
る
」
と
謳
っ
て
お

り
ま
す
の
で
協
定
は
継
続
し
ま
す
が
、
本

SVM
地域代表会議

報告
平成21年10月18日㈰

事
業
や
協
定
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ま
た

署
長
や
地
域
代
表
が
代
わ
る
等
の
事
態
も

あ
り
ま
す
の
で
再
度
訪
問
す
る
こ
と
を
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
同
時
に
当

会
の
会
員
に
本
事
業
を
再
度
認
識
し
て
頂

く
こ
と
が
必
要
で
、『
地
域
別
保
険
研
修
・

Ｓ
Ｖ
Ｍ
合
同
懇
談
会
』
で
確
認
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、会
員
活
性
化
の
た
め
「
各
地
域
・

年
一
事
業
」
の
企
画
実
施
を
地
域
代
表
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
各
地
域
と
も
イ

ベ
ン
ト
で
の
医
療
救
護
待
機
や
応
急
手
当

の
指
導
、
防
災
会
議
へ
の
出
席
等
々
様
々

な
企
画
運
営
を
実
施
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
が
、
会
員
の
人
数
が
少
な
い
地
域
や
広

さ
の
都
合
に
よ
り
な
か
な
か
事
業
を
実
施

し
づ
ら
い
悩
み
も
あ
る
よ
う
で
、
今
後
の

対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
各
地
域
の
会
員
皆
が
う

ま
く
手
を
と
り
、
当
会
の
活
性
化
に
繋
が

る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
日
頃
の
地
域
代
表
の
会
員
の

皆
様
に
は
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

一
つ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｓ
Ｖ
Ｍ
幹
事
長　

新
井
田
一
吏
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ト
リ
ー
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
の

で
、
皆
様
も
ど
ん
ど
ん
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、

日
頃
の
研
究
成
果
な
ど
を
発
表
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
九
月
十
九
日
、
二
十
日
の
二

日
間
の
日
程
で
富
山
市
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
今
か
ら

ご
予
定
に
い
れ
て
い
た
だ
き
、
大
会
に
顔

を
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

学
術
部
長　

目
時　

誠

　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
㈰
、

二
十
三
日
㈪
の
両
日
に
亘
っ
て
、
大
坂
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
八
回

日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学
会
学
術
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
抄
録
集
な
ど
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
の
学
会
誌

の
通
り
で
す
が
、
参
加
し
て
み
て
の
実
感

と
し
て
、
大
会
場
も
分
科
会
会
場
も
参
加

者
が
多
く
、熱
心
な
質
問
等
も
飛
び
交
い
、

全
般
に
活
気
に
溢
れ
た
印
象
を
受
け
ま
し

た
。

　

当
会
か
ら
は
、
庄
子
和
良
会
員
（
学
会

誌
三
百
九
十
二
頁
参
照
）
が
口
頭
発
表

を
、
吉
本
豊
会
員
（
学
会
誌
四
百
二
十
三

頁
参
照
）
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
、
聴

衆
よ
り
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。
今
回
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
簡
便
に
エ
ン

第
18
回
日
本
柔
道
整
復
接
骨
医
学
会

学
術
大
会
参
加
報
告

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
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四
十
回
目
の
節
目
と
な
る
今
回
は
、
物

質
文
明
の
中
で
私
達
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
ま

た
、「
物
」
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
傾
向
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
？
と
危
惧
し
た
観
点
に

立
ち
、「
か
ら
だ
」
が
秘
め
て
い
る
豊
か
な

可
能
性
を
、
今
一
度
見
つ
め
直
し
て
見
よ

う
と
の
テ
ー
マ
で
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
指
圧
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
介
護
士
な

ど
約
八
十
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
開
催

形
式
も
従
来
の
ス
タ
イ
ル
と
は
趣
を
変

え
、
知
識
と
し
て
…
で
は
な
く
、「
体
感
」

す
る
た
め
に
実
技
主
体
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
治
療

へ
の
新
た
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
の
声
も
い

た
だ
き
、
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
次
回
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
㈯

午
後
五
時
半
～
八
時（
そ
の
後
懇
親
会
）

ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
名
取

　

二
階
デ
イ
ル
ー
ム

演
題

一
．「
自
分
の
か
ら
だ  

他
者
の
か
ら
だ
」

　
　
　

宮
城
教
育
大
学　

教
授

　

里
見
ま
り
子
先
生

二
．「
気
導
術　

治
療
施
術
の
実
際
」

　
　
　

田
母
神
整
骨
院　

院
長

　

田
母
神　

茂
先
生　

他

私的研究会　開催報告
医療法人洞口会

第40回整骨・鍼灸医学研究会
代表　目　時　　　誠

私的研究会　開催報告
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1：�【第1回�エクゼティブ�Medical　
Serving�receptionセミナー】

  

■講師：第一印象研究会所長　杉浦永子
■開催日時：平成21年3月1日㈰
■開始時間：AM8：00 〜 PM10：00迄
■場所：中川接骨院
■内容：エクゼティブ

Medical Serving reception
　1：他業種問わず一流の接客技術
　2：人を明るくする口角の秘訣
　3：人を幸せにする感謝の言葉/使い方等

2：【トムソンテクニックセミナー／
サイバー9000臨床実技セミナー】

■セミナー形式　　午前／午後二部制
①午前の部：トムソンテクニックセミナー
　AM10:00 〜 11:30迄
■講師：中川利光
■内容： トムソンテクニック理論臨床実技

講習
②午後の部： サイバー 9000理論臨床実技

研究会　
　PM12:00 〜 13:00迄　
■講師：株式会社ブレス
■開催日時：H20年4月19日㈰
■内容：サイバー 9000理論臨床実技講習

3：【第2回�エクゼティブMedical　
Serving�receptionセミナー】

■講師：第一印象研究会所長　杉浦永子
■開催日時：平成21年5月10日㈰
■開始時間：AM8：00 〜 PM10：00迄
■場所：赤門鍼灸柔整専門学校（国分町校舎）
■内容：エクゼティブ

Medical Serving reception
　1：他業種問わず一流の接客技術
　2：人を明るくする口角の秘訣
　3：人を幸せにする感謝の言葉/使い方等

現代臨床療法研究会2009年開催報告
代表　中　川　利　光
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4：【第3回�美容鍼セミナー】

  
■講師：健美会代表　北川　毅　
■開催日時：H21年7月5日㈰
■講義時間　AM10：00 〜 PM4：00
■場所：赤門鍼灸柔整専門学校（国分町校舎）

5：【第3回�エクゼティブMedical
　Serving�receptionセミナー】

■講師：第一印象研究会所長　杉浦永子
■開催日時：平成21年8月2日（日）
■開始時間：AM8：00 〜 PM10：00迄
■場所：赤門鍼灸柔整専門学校（国分町校舎）
■内容：エクゼティブ

Medical　Serving reception
　1：他業種問わず一流の接客技術
　2：人を明るくする口角の秘訣
　3：人を幸せにする感謝の言葉/使い方等

6：【第3回HSTIアドバンス勉強会セミナー】
■講師：中川利光・中川裕章
■開催日時：H21年9月13日㈰
■開始時間：AM10：00 〜 PM1：00
■場所：五常会接骨院

7：【第4回�エクゼティブMedical
Serving�receptionセミナー】

■講師：第一印象研究会所長　杉浦永子
■開催日時：平成21年11月1日㈰
■開始時間：AM8：00 〜 PM10：00迄
■場所：赤門鍼灸柔整専門学校（国分町校舎）
■内容：エクゼティブ

Medical　Serving reception
1：他業種問わず一流の接客技術
2：人を明るくする口角の秘訣
3：人を幸せにする感謝の言葉/使い方等

8：【第4回　HSTI�基礎講習
＆アドバンス勉強会セミナー】

  

　　
■講師：比嘉進弥・中川利光・中川裕章
■開催日時：H21年11月1日㈰
■開始時間：1部AM10：00 〜 PM12：00
　　　　　　2部AM13：30 〜 PM16：30
■場所：五常会接骨院
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ら
の
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
更
な
る
拡
大
を
誓

い
合
い
閉
会
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
る
方
、
ゴ
ル
フ

を
さ
れ
て
い
る
方
、
ゴ
ル
フ
を
通
し
緑
の

中
で
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

気
に
な
る
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

（
成
績
）

　

優　

勝　

中
川　

利
光　

会
員

　

第
2
位　

木
村　

清
徳　

会
員

　

第
3
位　

郡
山　

善
郎　

会
員

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

　
　
　
　
　

郡
山　

善
郎　

会
員

（
参
加
者
）

　

飛
鳥　

正
宏　

会
員

　

大
坂　

武
史　

会
員

　

小
野
木　

馨　

会
員

　

木
村　

清
徳　

会
員

　

郡
山　

善
郎　

会
員

　

佐
々
木　

聡　

会
員

　

佐
藤　

泰
志　

会
員

　

高
橋　

邦
彦　

会
員

　

玉
井　
　

巌　

会
員

　

去
る
平
成
二
十
一
年
十
月
四
日
㈰
に
、

仙
台
空
港
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い

て
、「
第
五
十
七
回
宮
整
ゴ
ル
フ
愛
好
会

コ
ン
ペ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
も
あ
が
り
、
す
が
す
が

し
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
十
二
名
の
先
生

方
と
事
務
局
よ
り
佐
藤
博
子
総
務
主
任
が

参
加
さ
れ
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

日
頃
か
ら
練
習
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
の
腕

前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
、
こ
れ
か
ら
の
コ
ン
ペ

の
開
催
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
こ
れ
か

　

中
川　

利
光　

会
員

　

原　
　

欣
信　

会
員

　

佐
藤　

博
子
総
務
主
任

　

佐
々
木　

俊
夫
会
員

宮
整
ゴ
ル
フ
愛
好
会　

幹
事　
　

佐
々
木
俊
夫

第 57 回
宮整ゴルフ愛好会
コンペについて
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良
一
会
長
か
ら
加
藤
秀
郎
事
務
局
長
に
目

録
が
手
渡
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
加
藤
秀

郎
事
務
局
長
か
ら
「
日
頃
か
ら
宮
城
県

柔
道
整
復
師
会
の
皆
様
に
は
、
災
害
時
や

木
域
の
医
療
現
場
で
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
。」
と
の
お
礼
が
あ
り
、
日
赤
の

国
内
外
の
活
動
を
報
告
し
た
上
で
、「
是

非
、
こ
の
寄
付
金
を
有
効
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。」
と
締
め
く
く
る
と
豊
嶋

良
一
会
長
か
ら
、
当
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
説
明
を
行
っ
た
上
で
「
今
後
も
災

害
現
場
や
地
域
の
お
祭
り
な
ど
の
医
療
現

場
で
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
日
赤
と
の
協
力
態
勢
の
強
化
を
強
調

し
た
。

　

今
後
、
こ
の
寄
付
金
贈
呈
に
つ
い
て
日

本
赤
十
字
社
本
部
に
て
審
査
が
行
わ
れ
、

来
年
春
に
は
当
会
に
褒
賞
が
贈
ら
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

　　

日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
長
の
村
井

嘉
浩
宮
城
県
知
事
か
ら
、
当
会
宛
て
に
礼

状
が
届
い
た
の
で
そ
の
文
面
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。　

事
業
部
長　

大
坂　

武
史

　

平
成
二
十
一
年
度
の
公
益
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
寄
付
と
い
う
新
し
い
試
み
と
し

て
行
わ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部

へ
の
寄
付
金
の
贈
呈
式
が
、
平
成
二
十
一

年
十
月
二
十
一
日
に
宮
城
県
仙
台
合
同
庁

舎
八
階
に
あ
る
日
赤
宮
城
県
支
部
で
当
会

か
ら
豊
嶋
良
一
会
長
を
は
じ
め
、
中
川
利

光
副
会
長
、
木
村
清
徳
副
会
長
、
大
坂
事

業
部
担
当
が
出
席
し
執
り
行
わ
れ
た
。

　

寄
贈
式
で
は
、
自
己
紹
介
の
後
、
豊
嶋

日本赤十字社
宮城県支部への
寄贈式
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①
②
③

④
⑤
⑥
⑦
⑧

鈴木　崇晃（すずき　たかあき）
昭和��年��月��日
泉中央杜都整骨院
　仙台市泉区泉中央�−�−�
　地下鉄泉中央駅ビル�F
平成��年�0月�日
赤門鍼灸柔整専門学校
バイク

「人に優しく、自分に厳しく」
ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

①
②
③

④
⑤
⑥
⑦

⑧

白鳥　稔（しろとり　みのる）
昭和��年�0月��日
長町南トントン整骨院　
　仙台市太白区長町南�丁目�−�0
平成��年�月��日
仙台接骨医療専門学校
サーフィン
どこがどうなってるのか、どうしてそうなったのか、どう
すればいいのかを常に考え患者様が快適な日常生活を
送れるように日々精進する
今後ともご指導の程宜しくお願い致します

①
②
③

④
⑤
⑥
⑧

酒井　孝文（さかい　たかふみ）
昭和��年�月�日
フィット接骨院
　仙台市宮城野区榴岡�丁目��-��
　ステーションプラザ榴岡�F
平成��年��月�日
赤門鍼灸柔整専門学校
映画鑑賞
業界の発展と社会貢献出来るよう、一生懸命頑張りた
いと思いますのでご指導の程宜しくお願い致します。

①
②
③

④
⑤
⑥
⑦
⑧

久保田　諭史（くぼた　さとし）
昭和�0年�月��日
プラザ整骨院
　宮城県仙台市青葉区一番町�−�−��
　シントウビル�F
平成��年�月��日
東日本医療専門学校
バイク
剛毅木訥
親切丁寧な施術を心がけます。

① 氏名　② 生年月日　③ 院名　④ 開設年月日　⑤ 出身校　⑥ 出身地　⑦ 趣味・特技　⑧ 理念

新入会員紹介
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晩
秋
の
穏
や
か
な
日
曜
日
、
何
気

無
く
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
、
日
溜
ま

り
を
散
策
し
な
が
ら
建
物
の
中
へ
入

る
。
表
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
気
が
一

変
し
、
地
元
生
産
の
商
品
が
所
狭
し
と

な
ら
び
、
売
り
込
み
に
活
気
づ
い
て
い

る
。
な
か
で
も
一
番
の
元
気
者
は
野
菜

達
、
色
と
り
ど
り
に
輝
い
て
。
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
の
パ
プ
リ
カ
、
ま
っ
し
ろ
の
肌

で
す
っ
く
と
伸
び
た
大
根
、
甘
味
を
ま

る
ま
る
と
溜
め
た
白
菜
、
瑞
々
し
い
レ

タ
ス
、
ど
れ
も
こ
れ
も
主
張
し
競
っ
て

い
る
。
ま
る
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た

役
者
み
た
い
に
。
そ
し
て
少
し
控
え
目

に
並
ぶ
生
産
者
の
顔
、
し
か
し
自
信
に

満
ち
楽
し
げ
に
微
笑
ん
で
い
る
。
こ
の

人
達
も
一
個
人
と
し
て
販
売
す
る
の
は

大
変
な
こ
と
だ
け
ど
、
町
の
協
力
が
あ

れ
ば
こ
ん
な
に
活
発
に
な
れ
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
通
路
を
奥
へ
進
む
。
研
修
室

ら
し
い
窓
ご
し
に
人
が
蠢
き
、
何
か
を

し
て
い
る
様
だ
。
近
づ
い
て
中
を
覗
き

込
む
と
二
十
人
程
の
人
達
が
せ
っ
せ
と

作
業
を
し
て
い
た
。
中
年
の
男
性
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
若
い
男
性
も
混
じ
り
、

中
に
は
高
齢
者
と
思
し
き
男
性
も
い

る
。
よ
く
見
る
と
頭
に
は
三
角
布
、
前

掛
け
や
割
烹
着
姿
の
人
も
い
る
。
そ
し

て
指
導
者
ら
し
い
女
性
が
、
テ
ー
ブ
ル

を
回
り
な
が
ら
様
子
を
見
て
い
る
よ
う

だ
。
宛
ら
男
の
台
所
と
い
っ
た
と
こ
ろ

か
。
最
近
で
は
男
性
が
進
ん
で
、
家
庭

の
台
所
に
立
つ
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
趣
味
で
料
理
を
す
る
人
、
必

然
的
結
果
と
し
て
台
所
に
立
つ
人
、
経

緯
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の

よ
う
な
企
画
に
参
加
し
、
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
広
げ
る
の
も
大
い
に
結
構
な
こ

と
だ
。
そ
れ
に
他
人
と
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
を
囲
み
、
協
同
作
業
で
料
理
を
作
る

の
も
楽
し
さ
倍
増
だ
ろ
う
。

　

介
護
の
現
場
で
も
男
性
が
増
え
た

と
い
う
。
介
護
と
言
っ
て
も
施
設
の
中

で
は
な
く
、
家
庭
介
護
の
話
で
あ
る
。

以
前
自
宅
で
家
族
を
お
世
話
す
る
人

は
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
っ
た
。
し

か
し
現
在
自
宅
介
助
者
の
二
割
以
上

が
男
性
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
俳
優

の
長
門
さ
ん
と
南
田
さ
ん
ご
夫
妻
も
長

年
ご
主
人
が
面
倒
を
見
た
と
聴
く
。
介

護
を
受
け
る
側
も
す
る
側
も
男
性
で

も
女
性
で
も
あ
ま
り
拘
り
は
な
い
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
無

い
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

と
非
常
に
戸
惑
い
、
困
惑
し
て
孤
立
し

て
し
ま
う
事
が
有
る
様
だ
。
特
に
男
性

の
介
助
者
の
場
合
は
深
刻
で
、
こ
れ
ま

で
に
家
事
の
経
験
が
な
く
、
一
人
暮
ら

し
も
し
た
こ
と
が
な
い
人
、
さ
ら
に
高

齢
に
な
っ
て
か
ら
必
要
と
な
っ
た
人
な

ど
、
問
題
は
様
々
で
あ
る
。
経
験
の
無

い
料
理
な
ど
も
、
そ
の
手
順
や
要
領
は

も
と
よ
り
、
材
料
の
下
処
理
さ
え
分
か

ら
ず
、
何
を
ど
う
し
て
よ
い
の
か
困
り

果
て
て
し
ま
う
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
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時
、
問
題
解
決
に
欠
く
事
が
出
来
な
の

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
い
う
。

　

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、
町

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
受
け
る
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
何
よ

り
も
「
人
」
と
の
触
れ
合
い
や
交
流
が

「
心
」
の
支
え
と
な
る
こ
と
が
多
い
ら

し
い
。町
や
地
域
行
政
な
ど
の
支
援
は
、

「
物
」
や
「
知
識
」
な
ど
形
と
し
て
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
人
の
交
流
は
、
男
性
介
助
者
同
士

が
経
験
を
語
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
困

惑
し
た
状
況
か
ら
脱
却
す
る
「
知
恵
」

を
見
出
す
こ
と
で
、
理
論
的
物
理
的
に

解
決
に
至
る
訳
で
は
な
い
が
、
同
じ
境

遇
の
者
同
士
が
同
じ
問
題
に
取
り
組

み
、
少
し
の
時
間
で
あ
っ
て
も
理
解
し

あ
う
「
時
」
を
共
有
す
る
。
そ
の
結
果

「
安
心
や
自
信
」
と
な
っ
て
精
神
的
助

け
と
な
り
、
脱
却
す
る
知
恵
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
形
を
整
え
る

為
に
必
要
な
手
段
や
材
料
な
ど
の
「
知

識
」
と
豊
か
な
環
境
を
整
え
る
為
の
感

情
や
心
な
ど
「
知
恵
」
が
混
在
し
て
展

開
し
、
私
達
の
周
囲
に
形
作
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
積
極
的
に
利
用
し
、
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
広
が
り
が
生
ま
れ
、

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
力
を
発

揮
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。そ
う
思
う
と
、

利
用
す
る
と
言
う
よ
り
は
、
積
極
的
に

取
り
に
行
く
と
考
え
た
方
が
的
を
得

て
い
る
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
此
処
に
お
集
ま
り
の
男
性
諸

氏
、
何
や
ら
い
い
顔
を
し
て
い
る
。
自

信
に
満
ち
て
楽
し
げ
に
や
っ
て
い
る
。

ど
の
様
な
経
緯
で
集
ま
っ
た
か
知
る
由

も
な
い
が
台
所
の
男
も
輝
い
て
見
え
る

様
だ
。

広
報
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

社団法人　宮城県柔道整復師会

新　年　会
平成22年1月10日㈰　正午開会
江陽グランドホテル5F　鳳凰の間

初
春

酒

虎

迎
春


